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研究成果の概要（和文）：本研究は,世界のカリキュラムの潮流や実践研究、海外共同調査を通して、社会科、
地理歴史科、公民科、理科、そして融合的なカリキュラムの開発について分析を進めてきた。その結果、グロー
バルで融合的なカリキュラムの開発の観点は次の2点にまとめられた。第１は、学習プロセスを明確にし、学習
内容と思考力などの能力のバランスを図ることである。第２は、学習内容を学年をおってスパイラルに示し、教
科間の枠をこえて、知識やスキルを活用できるようにすることである。

研究成果の概要（英文）：This research has analyzed curricula of Social Studies, Geography and 
History, Civics, Science, and integrated subject through global trends, practical research and 
fieldwork. The perspectives of developing a global and integrated curriculum are summarized in the 
following two points. The first is to clarify the learning process and balance the learning content 
with abilities such as thinking ability. The second is to show the learning content in a spiral over
 the grades because knowledge and skills can be utilized beyond the boundaries between subjects.

研究分野： 教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、２０２１年３月に書籍として出版し、研究者、教員をはじめとする社会一般で共有できるよう
にした。学術的意義としては特定の課題について、融合的な新科目をつくるべきという見解や教科間の連携でカ
リキュラムを調整すべきとの見解があるなかで、どのようなカリキュラムが望ましいのかといったことに示唆が
与えられた。社会的意義としては、学校教育においての教科融合的なカリキュラムの作成について方向性を示せ
たことがあげられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 
日本の提案により「ESD(Education for Sustainable Development)」が 2002 年の 国連総会

において決議され、2005 年から 2014 年の 10 年間が「ESD の 10 年」となり、世界各地で ESD
が推進された。この 10 年間で ESD の成果が数多く発表された。「ESD の 10 年」は、2014 年
に終了し、2014 年 11 月には岡山市と名古屋市で「持続可能な開発のための教育（ESD）に関す
るユネスコ世界会議」が開かれ、世界各国から ESD 実践者が集まった。「ESD の 10 年」が終
了したことで、ESD が終了したわけではなく、ESD の今後の重要性が再確認されている。今後
もさらなる研究が必要であることが確認された。ESD の目標には、現象の背景の理解、体系的
な思考力の育成、批判力を重視した思考力の育成、データや情報を分析する能力の育成、コミュ
ニケーション能力、持続可能な社会のための価値観を養うことがあげられている。また、井田
（2015）によれば、内容としては、貧困撲滅、環境保全、地球温暖化、エネルギー削減、人口変
動などがあげられ、方法としては参加型学習である。このような目標が日本のみならず、世界の
教育に影響を与えた。特に、日本の社会科教育においては、現代社会の理解にとどまりがちの中、
未来を志向する教育観が ESD により示されたことにより、学校教育においても未来を志向する
社会科教育が定着してきた。 
 しかし、日本の社会科教育では、地理、歴史、公民の接合が ESD に関してうまく連携してい
ないという課題があったので、平成 25 年度から平成 28 年度まで「地理、歴史、公民を関連さ
せた社会科としての ESD の実践の構築と発信に関する研究」として、基盤研究（B）の補助金
をいただき、研究を進めてきた。社会科と ESD についての論稿および実践は、社会科特に地理
の分野で進められてきた。中山・和田・湯浅（2011）は、その集大成といえるだろう。一方、歴
史や公民を踏まえた社会科という枠組みでは、井田（2011）の論稿はあるが、きっちりとまとめ
られてはいない。そこで、地理のみならず、歴史、公民をも含めた社会科で、ESD を実践する
プロジェクトを立ち上げようと考え研究を進めたものである。そこでの研究は、日本国内だけで
なく、2014 年 10 月に「アジアにおける ESD と地理教育」と題して、韓国、台湾、シンガポー
ルから 3 人の地理教育学者、地理教育に造詣の深い地理学者を招き、国際シンポジウムを開催
した。2015 年 11 月には「欧米における ESD と地理教育」と題した国際シンポジウムでは、イ
ギリス、フィンランド、アメリカの世界的に活躍されている地理教育学者 3 人を招いて、各国の
ESD の状況について情報交換や意見交換を行った。そこでの課題は、ESD あるいは持続可能な
社会へ向けての教育は、各国それぞれ行われているが、グローバルな課題を扱いながら、教育と
してのグローバルな共同体制ができていないことが明らかになった。 
 他方、 持続可能な社会のための科学と技術を駆使しようとするフューチャー・アースのプロ
ジェクトも始まっている。2013 年に、ダイナミックな地球の理解、地球規模の開発、持続可能
な地球社会への転換を研究計画として掲げたフューチャー・アースは、2015 年にはプログラム
として共同研究が始まる。分野を越えた連携、ステークホルダーとの連携を強調し、関連する学
問、人々を結び付けて持続可能な社会を作り上げようとしている。学問分野をこえたグローバル
な観点から地球の将来について考え,課題を解決しとていく考え方は、ESD でも同様であり、教
育にも期待されるものが大きいが、具体的に教育として何ができるかという研究は遅れている。
そのため、世界が共同できるようなグローバルな教育カリキュラムの開発が求められているの
である。 
 さらに、教科教育の研究として、初等教育では総合的な学習の研究は多く行われるが、専門性
の高くなる中等教育での教科・科目をこえたカリキュラムの開発は多くない。学問の壁が背後に
あることも大きいが、地球的な課題は、学問の壁をこえた共通の課題となっている。フューチャ
ー・アースのプロジェクトも学問の壁をこえて協力していくことがうたわれている。「持続可能
な社会」へ向けての教育も、教科・科目間の壁をこえる必要がある。本研究では、もっとも関連
の深いと考えられる地理、歴史、公民といった社会科系科目と理科とくに環境に関わる分野との
総合をめざしたカリキュラムの開発とする。個別の教科・科目の知識や見方・考え方も必要とさ
れるが、それを保証しながら総合的なカリキュラムを作成することは、地球的課題を教育で考え
ていくのには重要な観点となる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、「持続可能な社会」を目標とした、海外での具体的な地球的課題について、海外と

の共同研究をふまえ、中等教育社会科・地理歴史科・公民科・理科および融合科目での世界に発
信できるカリキュラムを開発することにある。地球規模での課題が山積みされている中、教育に
おいてもそのような課題をグローバルな観点から解決するための人材を育成することが望まれ
る。ESD は、こうした地球規模での将来の人類、地球上の生物、環境を考え、持続可能な社会
を構築するための教育として提唱された。さらに、SDGs（Sustainable Development Goals；
持続可能な開発目標 ）が 2001 年に策定されたミレニアム開発目標（MDGｓ）で達成されなか
ったことを改善、克服するために策定され、持続可能な開発として世界中で注目されている。日
本では、ESD を受ける形で SDGs へと進んだ。本研究でも ESD,SDGS と社会科および理科の



カリキュラムとの関連が論究されている。このように、日本では、ESD を受ける形で SDGs へ
と進んだ。 
 ESD や SDGs が日本の教育に与えた影響は大きく、例えば社会科地理的分野や地理歴史科地
理では、現代世界の理解の重点がおかれ、知識・技能といったコンテンツに基づいてカリキュラ
ムが編成されていたが、思考などの能力といったコンペテンシーへと重点が移行し、未来志向へ
と変わっていった。こうしたなかで、持続可能な社会に向けてのカリキュラムに向けた研究は、
今後の教育のためには大きな意義をもつ。持続可能な社会にむけてのカリキュラムづくりは、文
部科学省や教育委員会だけがおこなうのではなく、カリキュラムマネージメントの下、学校単位
でも教員レベルでも求められるようになってきた。それは、社会科（地理歴史科、公民科）、理
科などの枠組みはもとより、教科融合の観点も必要とされるようになってきた。本研究では、持
続可能な社会に向けてのカリキュラムを、社会科（地理、歴史、公民）のみならず、理科のそれ
ぞれおよびそれらの融合も含めたカリキュラムについての考察を行うことした。そのうえで、日
本を中心とした各地域を結び付ける「持続可能な社会」のグローバルなカリキュラムが相互に採
用できるようなネットワークを構築する。つまり、日本が発信するグローバルなカリキュラムの
ネットワークを構築するのである。 
 
３．研究の方法 
まずは、テーマの課題について検討する。大きくは、アメリカ、ヨーロッパ、アジア、オセア

ニアに研究グループを分け、それぞれの地域と日本とにかかわるテーマを検討する。さらには、
理論的な研究、実践的研究を担当する研究に分け、研究分担者はそれぞれの研究を分担する。そ
れらの分析結果に基づき、国内外の学校での実践をおこない、その理論、実践での研究成果を検
証する。また、海外での共同調査を通して、グローバルに実施できるカリキュラムを考案し、さ
らには実施することで、各地域を結び付ける「持続可能な社会」のグローバルなカリキュラムが
相互に採用できるようなネットワークを構築する。つまり、日本が発信するグローバルなカリキ
ュラムのネットワークを構築する。より具体的な研究の進め方は、以下のようになる。持続可能
な社会に向けてのグローバルな社会科（地理歴史科・公民科）、理科およびその融合カリキュラ
ムについて、理論、実践、海外調査の各側面からアプローチする。それに基づいてカリキュラム
の開発をめざし、海外での学校で授業実践することで、それらの国々とネットワークをつくり、
グローバルなカリキュラムでの授業を実施し、持続的な情報交換を可能とし、グローバルな観点
でのカリキュラムの改善、授業改善を可能にする。  
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、井田仁康編（2021）『持続可能な社会に向けての教育カリキュラム―地理歴
史科・公民科・社会科・理科・融合』古今書院にまとめ出版した。研究成果を学会発表や論文と
して公表するだけでなく、社会一般にも問い、かつ共有できるようにした。本書では、全ての研
究分担者が執筆し、本研究プロジェクトの総まとめとなった。本書は、理論編、実践編、海外共
同調査編の 3編からなる。理論編では「SDGs に基づくカリキュラム開発」「立山黒部ジオパーク
を題材とした理科と社会からの授業と SDGs」「社会と自然をつなぐ「環境地理」教育の創成と ESD
への展開」「初等教育における教科横断によるグローバル・シティズンシップ育成」「ESD/SDGs の
ための自然地理学習」「ポルトガルの ESD における教科学習の役割と課題」「米国の ESD と地理教
育」「社会的分野における持続可能な地域社会づくりに向けたカリキュラム」「人類の時代、人新
世における地理教育」「SDGs「ジェンダー平等」の目標に向かう歴史の人物学習」「持続可能な社
会の形成のための歴史学習」「教科の言説から捉えた ESD の展開と可能性」「日本の中等理科教育
におけるネイチャーライティングを導入した環境倫理教育の検討」といったタイトルでの研究
成果が論じられている。実践編では「文理統合型カリキュラムによる SDGs×ESD の実践的研究の
実態」「社会科・理科において ESD 教育を担う小学校教員養成の試行的取り組み」「学校統廃合と
地域学習のあり方」「地域活性化に向けて地域の魅力を考える地理 ESD の授業」「ESD を取り入れ
たタイでの相互授業」から構成される。特にタイでの授業は、4人の日本の中・高校の教員がタ
イの学校で、研究代表者・分担者と協議し考案した ESD に関する地理の授業を行い、タイの先生
による授業を参観したうえで、タイの教員と討論をして共通カリキュラムの方向性を見いだし
た。両者の授業後に、授業担当教員だけでなく、日本およびタイでの教育学関係の研究者もふま
えて授業研究会を設け、グローバルなカリキュラムとしての検討をするとともに、授業研究会を
通しての持続可能なネットワークを構築した。本研究で明らかとなった ESD の共通カリキュラ
ムの骨子以下の 2点である。 
①SDGs の達成をめざす探究型学習のカリキュラム。タイでは探究のプロセスが生徒に身につ

き、討論などを通して課題の解決をめざす授業が展開しやすいが、地理の授業として ESD や SDGs
をめざす未来志向の学習とすることが課題で、それは日本でもこれから求められる学習となる。 
②基礎的知識や技能を組み込んだカリキュラムの構築。思考をするためには、知識や技能を活

用する。そのため、意義のある知識や技能を習得されていなければならない。その知識や技能を、
学年があがることでどのように習得させていくのか、探究のプロセスから新たな知識や技能を
習得させ、それを次の段階の探究のプロセスで活用させるようにして、スパイラルな探究のプロ
セスに基づくカリキュラムが、共通カリキュラムのポイントとなる。 
海外共同調査編は、カザフスタンおよびウズベキスタンの海外共同調査の成果であり、「アラ



ル海の現状」「現地の学校におけるアラル海に関する教育」「アラル海の教材化の視点」「「地理総
合」におけるアラル海問題の教材化」としてまとめられている。海外共同調査では、カザフスタ
ンおよびウズベキスタンの研究者とともにアラル海を調査し、周辺学校でのアラル海の学習の
現状および子どもの認識を調査し、日本でも注目されているアラル海の縮小に関して、両国が共
通認識すべき事項に基づきながら ESD としてのグローバルな観点でのカリキュラムの改善を図
るとともに、具体的な教材化を図った。この調査などにより、カザフスタンおよびウズベキスタ
ンとの持続可能なネットワークが構築できたといえる。 
 このように理論編、実践編、海外共同調査編を通して、純粋な研究という側面と、新学習指導
要領でもうたわれている学校、教員レベルでのカリキュラムマネージメントに貢献できる実践
研究ともいうべき実践的研究という側面もあわせもっている。そもそも教育の研究は、研究と教
育とを明瞭に分けられるものではないが、本研究は、理論的研究とも実践的研究としても意義が
あり、かつ地理などの単独の科目だけでなく、理科との融合的内容を含めた、今求められる ESD、
SDGs を発展させるものである。このような、理論、実践、海外共同調査による研究成果を総括
した、本研究の成果として、社会科（地理歴史科、公民科）、理科、そしてグローバルで融合的
なカリキュラムの開発の２つのポイントを指摘することができる。1点目は、学習プロセスを明
確にし、コンテンツとコンペテンシーのバランスを図ることである。欧米を中心に世界ではコン
ペテンシー重視のカリキュラムが主流になった。2017 年および 2018 年の告示の学習指導要領
は、コンペテンシーにシフトしたと言っても、コンテンツの重要性がなくなったわけではなく、
むしろバランスをとっているといえる。本研究で提示するカリキュラムのポイントは、このよう
な日本の学習指導要領の概念に近くなる（図 1）。コンペテンシー重視のカリキュラムの欧米で
は、コンテンツが希薄になり、十分にコンペテンシー重視のカリキュラムが機能しないこともあ
る。そのため、コンペテンシーを育成できるコンテンツの充実が課題となってこよう。したがっ
てコンペテンシーの重視が先行してきた欧米でも、今後は、本研究が主張するコンペテンシーと
コンテンツのバランスのとれたカリキュラムをめざすことになろう。このようなカリキュラム
は、世界的にグローバルに必要とされるカリキュラムである。 

     図 1 コンテンツとコンペテンシーとのバランスのとれたカリキュラム 
                                    （井田編（2021）p.312） 
 
カリキュラム開発の第 2 のポイントは、学年ごとの学習内容をスパイラルに示し、その際に教

科間、特に社会科と理科との枠をはずし、教科間の知識・スキルについて教科をこえて活用する
ことである。その際に、社会科（地理歴史科、公民科）と理科との融合カリキュラムとして作成
するという方策だけでなく、例えば高校の地理において、中学校までの社会科や理科の学習内容
を踏まえ、社会科および理科の知識やスキルを高校の地理で活用し、融合するような現実的に実
施しやすいカリキュラムを作成するという方策もある（図 2）。いずれにせよ、縦割りに教科の
学習を進めるだけでなく、意識的にそれまでの教科をこえた学習内容を取り込み、融合的なカリ
キュラムを作成することが、社会に貢献できる人間を育成するには必要なことである。  
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     図 2 教科の枠をこえた融合カリキュラムと教科の枠を保つ融合カリキュラムの概念図 
（井田編（2021）p.313） 
 

なお、こうしたカリキュラムの構築は、井田・唐木・國分の研究代表および分担者が担当する
大学院の教育にも反映され、大学院生たちが ESD をテーマにした授業を開発し、協力校で授業を
実施し、教育にも貢献している。具体的な授業テーマは表 1に示される。 
 
  表 1  ESD にもとづく実験授業のテーマ（筑波大学教育研究科社会科コース 2019 年度） 
教科・科目など
  

授業テーマ  協力学校種 

社会科地理的分野 フィールドワークを用いた地域学習―大子漆に着目して― 公立中学校 
地理歴史科世界史 記憶されたルターと忘れられたルター ―宗教改革 300 周

年を事例に― 
公立高校 

地理歴史科日本史 中世前期の貨幣について考える 公立高校 
地理歴史科地理 「環境と開発」のあり方について考える―インドのガンジス

川を事例に― 
附属視覚特
別支援学校 

公民科 『他者』とどう向き合いか―共生の際に求められる態度を吟
味する― 

附属中学校 

 
 以上は 2019 年度のものをあげたが、2017 年度から 2020 年度の成果授業の詳細は、『研究報告
書「持続可能な社会」に基づく社会科（地理歴史科・公民科）授業の構想―高度な授業力育成を
目指す筑波大学教育研究科社会科コースの取り組み―』（研究代表者：井田仁康、2018, 2019, 
2020、2021）にまとめている。 
 このように本研究は、理論、実践、海外共同調査を経て、それぞれの研究成果およびそれらを
総括した ESD にかかわるカリキュラムの構築、海外との学校や授業によるネットワークの構築、
および ESD にかかわる中等学校の授業実践について、学術的だけでなく授業実践にも貢献した
といえる。 
 
文献： 
井田仁康（2011）：持続可能な社会の形成のための社会科・地理歴史科―高等学校地理歴史科に
おける融合科目の提案－．社会科教育研究、No.113、pp.1-8． 

井田仁康（2015）：社会科における環境教育－価値判断・意思決定、ESD, Future earth, 21 世
紀型能力―．日本文教出版編『教師用指導書小学校社会総論』日本文教出版、pp.164-173. 

井田仁康編（2021）：『持続可能な社会に向けての教育カリキュラム』―地理歴史科・公民科・社 
 会科・理科・融合』古今書院 
中山修一・和田文雄・湯浅清治編（2011）：『持続可能な社会と地理教育実践』古今書院． 
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「地理 総合」ではじまる地理教育（「「地理総合」の内容とその特性」分担）
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７．科研費を使用して開催した国際研究集会
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